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（1）-2：国民運動事業を円滑に遂行するために必要な経営基盤

実施本部は博報堂の他のＡＵや博報堂支社及び地域関連会社との密なる連携により、国民運動事業遂行を
強力にサポートしていきます。

博報堂支社博報堂支社

◆ 関西支社（及び京都営業所）

◆ 中部支社

◆ 九州支社（及び鹿児島営業所）

博報堂地域関連会社博報堂地域関連会社

◆ （株）北海道博報堂 ◆ （株）新潟博報堂

◆ （株）青森博報堂 ◆ （株）北陸博報堂

◆ （株）盛岡博報堂 ◆ （株）静岡博報堂

◆ （株）仙台博報堂 ◆ （株）中国博報堂

◆ （株）福島博報堂 ◆ （株）四国博報堂

◆（株）アドスタッフ博報堂

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機意識の醸成(4) 健全な危機意識の醸成

(5) 集中キャンペーン(5) 集中キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員100万人(7) チーム員100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

あ

「実施本部」

推進委員長／成田社長推進委員長／成田社長博報堂「チーム・マイナス６％」実施本部 博報堂全社営業統括博報堂全社営業統括

企業プロモート統括責任者
副島執行役員+宮久ＭＤ戦略室長

●各ＡＵ推進責任者

・１ＡＵ＝副島執行役員

・２ＡＵ＝実川執行役員

・３ＡＵ＝飯塚執行役員

・４ＡＵ＝増永執行役員

・５ＡＵ＝村上執行役員

・６ＡＵ＝足立執行役員

・Ｇ１ ＝落合執行役員

・関西＝大橋執行役員

・出版＝中島執行役員

●想定連携企業

・松下電器・日立・東芝
・三菱電機・ＮＥＣ

・トヨタ・日産・マツダ
・三菱自動車・スズキ

・東京電力・東京ガス

・ＴＯＴＯ・ＩＮＡＸ

・味の素・日本コカコーラ

・キリン・アサヒビール

・イオン・イトーヨーカ堂

・・・・・・・

※４５０名体制（＠５０名×９ＡＵ）の全社プロジェクト

＋

栫井・小谷・野村

イーソリューションズ

栫井・小谷・野村

イーソリューションズ

地方公共団体

地方企業

地方メディア

博報堂DYメディアパートナーズ博報堂DYメディアパートナーズ
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（1）-3：国民運動事業を円滑に遂行しうる業務実績を持つ担当者の配置

博報堂の主要メンバーは、これまで本事業の中核に担ってきたスタッフであり、業務遂行に十分な経験と能力を有
する人材を適切に配置しています。
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（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与

博報堂は“企業全体で取組を実戦した経験”を持つ企業です

▼

法人登録企業として実践してきた企業だからこそいえること

• 博報堂は、昨年の本事業開始と同時にチーム員としての法人登録を行い、
「COOL BIZ」「ライトダウン」をはじめ様々な取組を、全社一丸と
なって実践してまいりました。

• これは事業受託者である以上、当然の責務でありますが、同時に我々は
この実践経験を通して「企業として取り組む際の難しさ」や「人を動か
す時のポイント」など、数多くの知見を“受信者の視点”で得ることが
できました。結果的に２つのメリットがあります。

• １つめは、我々のご提案内容が机上の空論ではなく、企業･団体が実践す
る上での“リアルな経験”に基づいたものになるということ。

• ２つめは、連携を依頼する際の説得力が違うということ。“事務局とし
て”でなく“チーム登録した一企業として”実際に取り組んできた我々
がお願いするからこそ、依頼された側も信頼し、納得して下さるのです。

• これらは目に見えないことですが、連携事業を進めていく上で非常に重
要だと我々は考えます。
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博報堂は、平成１７年５月１７日に「チーム・マイナス６％」に企業参加して以降、全社員が一丸となって地球温暖
化防止に取り組んでいます。（現在も継続して活動中）

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績①～

①平成17年5月17日に広告会社上位10社中、一番早くチーム員登録。
② 平成17年６月１日に、社内イントラネットを通じて、社長から全社員に対して、博報堂が「チーム・マイナス６％」に参加し

ＣＯ２排出削減のために具体的に取り組むことを全社員に周知徹底。
③ 同時に、社長を委員長とする全社横断組織「チーム・マイナス６％推進委員会」を設立。

具体的な実施内容

※マッキャンエリクソン、Ｉ＆Ｓ ＢＢＤＯは、
2005年度の売上を発表していないため、売上ランキング不明。

社長の成田純治をはじめ、
2,140名の社員がチーム員登録。

※上位10社中、05年度からチーム員となっているのは、
博報堂と朝日広告社のみ。

※チーム・マイナス６％ホームページより
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④ 平成17年、ならびに平成18年の夏季期間中の「冷房温度を28℃」に設定。
⑤ これに伴い、男性社員に対して、夏季期間中の「ＣＯＯＬ ＢＩＺ」を奨励。
⑥ 平成17年7月1日に、全社員に「チーム・マイナス６％」キャンペーンピンバッジを配布し、啓発を徹底。（2900
人分）
⑦ 同時に、グループ企業である博報堂ＤＹメディアパートナーズ他関係会社にもピンバッジを配布。（2300人分）
⑧ 「チーム・マイナス６％」ロゴマーク入りの名刺を全社員に配布。（＠100枚×2900人＝全29万枚）

取引先企業に対して、博報堂の取組をアピールするとともに、「チーム・マイナス６％」への参加を呼びかけ。

キャンペーンピンバッジキャンペーンピンバッジ名刺での記載例名刺での記載例

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績②～



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

⑨ 社内イントラネットのスクリーンセイバーを媒体化し、“冷房温度28℃の徹底”、“使用しない会議室の消灯の徹底”、
“退社時のＰＣの電源ＯＦＦの徹底”を社内啓発。

⑩ 平成１７年6月19日のライトダウンイベント「ブラックイルミネーション２００５」、さらに継続して平成18年６月18日の同イベント
「ブラックイルミネーション２００６」にも企業参加し、当日20：00～22：00の２時間、博報堂の全フロアを消灯。

⑪ 冬季（平成１７年12月1日～）の空調温度に関しては、機密性に優れたビルのため、そもそも暖房機能が無いことから、
総務局がビル管理会社と協議・検討し、最もエネルギー消費量の少ない25℃を設定温度とし、全社に徹底。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績③～

■昨年度の活動の結果、博報堂本社ビルにおける平成１７年度の電気使用量は前年度比で９４．８％となりました。

社内で掲出した

ポスター例

社内で掲出した

ポスター例
社内イントラネットで

配布したスクリーンセイバー

社内イントラネットで

配布したスクリーンセイバー
博報堂で実施した

ブラックイルミネーション

博報堂で実施した

ブラックイルミネーション

※博報堂が入居している1～21階までの全フロアを消灯



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

⑫ 社員家族向け社内報「はくほうファミリー」を通じて、社員の家族にも啓発を実施。（2900世帯に配布）
特集タイトル「みんなで参加しよう、チーム・マイナス６％」（社員と家族から、家庭での省エネアイデアを募集・掲載）

⑬ 継続して平成１８年度も、社内報「はくほうファミリー」を通じて、社員ならびに家族に啓発を実施。（2900世帯に配布）
特集タイトル「２年目のチーム・マイナス６％」

⑭ 博報堂本社のロビー受付に「クールビスでお越しください」ポスターを掲出し、取引先への普及・啓発を実施中。

（1）-3-1)：「チーム・マイナス６％」のロゴマーク及び名称の普及・定着への寄与～博報堂実績④～

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

社内報での啓発
（２００６年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

社内報での啓発
（２００５年・夏号）

本社ロビー受付の
ポスター掲出

本社ロビー受付の
ポスター掲出


